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１．はじめに  

 福島第一原子力発電所のスクリーンポンプ室は，港湾内

から海水を取水し，冷却水として発電所に送水するための

ポンプと除塵装置が設置されている地下構造物であり，海

水配管トレンチと接続されている（図－１）。事故後，スク

リーンポンプ室を介して流出していた汚染水は，直ちに止

水されたものの，海水配管トレンチに滞留した高濃度汚染

水が内部に流入し，港湾へ流出する経路となり得る状態に

あった。この状態を速やかに脱却し，放射能汚染の拡散を

防ぐ目的で，１～４号機スクリーンポンプ室の内部をセメ

ント系材料で充塡・閉塞する工事を実施した。 

２．施工概要  

 スクリーンポンプ室の閉塞は，海水配管トレンチの閉塞

工事１）に先行して実施し，2014年 9月までにH.W.L.までの

一次閉塞（図－２：約 17,300m3）を完了させることを必達

目標とし，水中不分離性コンクリート（約4,900m3）と海水

配管トレンチ向けに開発を進めていた水中流動充塡材１）

（約 15,500m3）の２種類の材料を，単独あるいは併用して

合計約20,400m3打ち込み，必達目標を達成したうえで2015

年 7 月にすべての閉塞作業を完了させた。施工状況を写真

－１に示す。充塡材の打込みにはブーム付コンクリートポ

ンプ車を用い，先端ホース取り付けた輸送管を開口部に挿

入して（図－２，写真－１），水中落下ができるだけ生じな

いようにした。 

３．工事に適用した充塡材  

(1)水中不分離性コンクリート 

 水中不分離性コンクリートは，市中のレディーミクスト

コンクリート工場から搬入し，水中流動距離が５ｍ以下 2)

に制限できる区画に対して，(2)に示す水中流動充塡材の製

造体制が整う前に先行して打ち込み，工程の短縮を図った。

水中不分離性コンクリートの配合を表－１に示す。目標ス

ランプフローは55cmとし，従来の水中不分離性コンクリー

トの中でも流動性の高い部類のものとした。 

(2)水中流動充塡材 

水中流動充塡材の配合例を表－２に示す。水中流動充塡

材は，最大水中流動距離 50ｍあるいは 100ｍを可能にする

材料として開発していたものであるが（表－２，配合例①），
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図－１ 工事位置図 

 

図－２ スクリーンポンプ室の縦断面図 

 

 

写真－１ 施工状況（打込み状況） 
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表－１ 水中不分離性コンクリートの配合 
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当工事では，①水中流動距離が最大約30ｍである

こと，②性状が多少ばらついても必要十分な充塡

性を確保できる見込みが得られたこと，③構造部

材ではなく，汚染水の滞留を予防できればよく，

圧縮強度２N/mm2以上を目安としたこと，ならびに

④コストダウンと資源の有効活用を図ること等を

踏まえ，使用材料に汎用性を持たせた。具体的に

は，混和材としてフライアッシュ（JIS 規格品）

ではなく，近接する広野火力発電所から産出され

る石炭灰（非 JIS 品）を主に使用すること，混和

材（石炭灰やフライアッシュ）の調達ができ

ない場合には，セメントのみを粉体として使

用すること，練混ぜ水に地下水や濾過水の他

にアジテータ車やコンクリートポンプ車の

洗浄水，プラントの洗浄水を回収して用いる

こと，等である 3)。 

４．施工実績 

実施工程と施工数量（打込み量）の推移を

図－３に示す。水中不分離性コンクリートで

充塡を進め，水中流動充塡材専用の構内バッ

チャープラント１）が整備された段階で充塡材

を併用して日施工量を増やし（最大実績

493m3/日），必達目標であった H.W.L.までの

一次閉塞を 2014 年 9 月 4 日に完了させた。

追加閉塞は，他の複数の緊急工事を優先しつ

つ，施工が可能な時に実施した。累計20,400m3

の打込みを行い，2015年 7月 4日，すべての

閉塞を完了させた。 

充塡材の品質管理結果を表－３に示す。

JIS 工場で製造された水中不分離性コンクリ

ートはもちろんのこと，構内プラントで製造

した水中流動充塡材についても，不良率は

０％で品質が安定していた。石炭灰や洗い水を活用した場合でも，高性能減水剤の適切な調整により，管理目標値を満

足することができた。これらにより，空間放射線量の高い厳しい施工環境下において，品質の安定した充塡材の供給に

より，最少人数で円滑に作業を進めることができた。 

５．まとめ  

 水中不分離性コンクリートと水中流動充塡材の２つの材料を，それぞれの特徴を十分に活かした施工方法でスクリー

ンポンプ室を短期間で閉塞し，福島第一原子力発電所構内の新たな地下水汚染や汚染水の滞留，港湾への流出防止に寄

与することができた。 
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表－２ 水中流動充塡材の配合 

水
W

ｾﾒﾝﾄ
C

混和材
F

例①
（標準）

189
370～
450

660
（地下水）

350
520

（ﾌﾗｲｱｯｼｭⅡ種）
26

（W×4.0wt.%）
22

（W×2.5wt.%）

例② 189 270以上
660

（回収水）
350

513
（石炭灰）

26
（W×4.0wt.%）

22
（W×2.5wt.%）

例③ 64 270以上
660

（回収水）
1034 －

26
（W×4.0wt.%）

10
（W×0.95wt.%）

※：水の一部として計量

W：地下水，濾過水，回収水　　C：高炉セメントB種（密度3.04g/cm
3
）

F：フライアッシュ（JIS-Ⅱ種）（密度2.31g/cm
3
）　　石炭灰（非JIS）（密度2.28g/cm

3
）

VT：水中不分離性混和剤（アルキルアリルスルフォン酸塩+アルキルアンモニウム塩）
SP：ポリカルボン酸系高性能減水剤

高性能減水剤
SP

(kg）※

ﾓﾙﾀﾙ
ﾌﾛｰ
（mm）

高機能特殊
増粘剤　VT
（kg）※

単位量（kg/m
3
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ﾝﾄ比
（％）
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水中不分離性Con 水中流動充塡材 累積

構内プラント

稼働開始

2014/5/29

他緊急工事（海水配管トレンチ）のため，施工中断

【追加閉塞完了】

1～4号機全閉塞

2016/7/4【一次閉塞完了】

1～4号機H.W.Lまで
2014/9/4

図－３ 実施工程と施工数量（打込み量）の推移 

 

表－３ 充塡材の品質管理試験結果 

充塡材 管理・検査項目 管理値 平均値 最大値 最小値 実施回数
ｽﾗﾝﾌﾟﾌﾛｰ（cm） 55±5 55.0 59.8 50.1 52
空気量（％） 5以下 3.1 3.5 2.2 52
練上がり温度（℃） 5～35 24.1 30.0 16.0 52

28日圧縮強度（N/mm
2
） 24以上 31.9 33.1 30.0 52

水中/気中強度比 0.8以上 0.94 0.97 0.90 52
ﾓﾙﾀﾙﾌﾛｰ（mm） 270以上 392 470 315 152
空気量（％） 5以下 2.5 3.8 1.0 152
練上がり温度（℃） 5～35 23.9 32.4 6.8 152

28日圧縮強度（N/mm
2
） 2以上 10.3 44.2 2.2 152

水中/気中強度比 0.8以上 0.93 1.43 0.80 152
※水中流動充塡材は，表－２の例②および③の両方の配合を含む

水中
不分離性
コンクリート

水中流動
充填材※
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